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Go To Webinar の利用方法（PC) 1/2

資料はこちらからダウンロードで
きます。

質問はこちらに入力して下さい。

矢印マークを押すと、パネル
が折りたたまれます（小さく

なります。）

送信された質問は主催側のみに表示され、他
の参加者の方の画面には表示されません。
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講師

資料

「Webカメラ」をク
リックして、講師の
画像の位置を上下左
右、好きな位置に変

更可能。

境界線を動かして、
講師画像と資料画像
の大きさを変更可能。

Go To Webinar の利用方法（PC) 2/2
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講師と資料の画面は同時
に映りません。左右にス
ワイプして、どちらかを
選んでください。また、
画面をタッチ（ピンチ）
して、資料や画像を拡大
して見ていただくことも

できます。

Go To Webinarの利用方法(スマートフォン) 1/2

講師／資料

資料の取得はこちらから

◆iPhoneの場合

講師／資料

質問はこちらから。
タップすると右の
画面になります。

質問を入力して、
「送信」をタップ

送信された質問は主催側の
みに表示され、他の参加者
の方の画面には表示されま

せん。

4



Go To Webinarの利用方法(スマートフォン) 2/2

◆Androidの場合

資料

講師

資料の取得は
こちらから

資料

講師

質問はこちらか
ら。タップする
と右の画面にな

ります。

質問を入力して、
「送信」をタップ
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本日のウェビナーの流れ
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プレゼンテーション

Q& Aセッション

プレゼン資料

（Madrid Webinar pageよりダウンロード可）

アンケート

https://www.wipo.int/madrid/en/webinar/


本日の説明概要
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1. 暫定的拒絶通報の基礎知識

2. WIPOのウェブサイト上の参考情報

1) Madrid Member Profiles

2) Madrid System Webinars

3) その他、各種宣言、Information Notice, Madrid Monitor等

3. あらかじめ暫定的拒絶通報を回避するために

MM2/MM4作成時の留意点とMadrid Goods & Services Manager、
Global Brand Database等の利用
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国際登録出願のプロセス
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暫定的拒絶通報の基礎知識
国際出願は、指定国の国内法に基づき国内出願として審査（議定書4条(1)）

官庁が暫定的拒絶通報が可能な期間は、指定通報日から１２月又は１８月以内
（規則18(2)(a)）（異議申立てによる場合は18月以降も通報可能（規則16））

 官庁が保護を拒絶する理由を見つけた場合、WIPOに暫定的拒絶通報を送付。
WIPOは出願人（名義人）にこの暫定的拒絶通報を送付。通報には、拒絶の理
由、 今後必要な手続き（応答期限を含む）、再審査または審判の選択肢、現地
代理人の要否等が記載。

 官庁が拒絶の理由を発見しない場合、保護認容声明を発行（規則18の3）。こ
の通知は、各国（広域）の官庁によって発行される各国の登録査定の通知に相
当。

 12ヶ月または18ヶ月以内に何の通知も送られてこない場合、保護が認めらたこ
とを意味する（黙示の同意）。*Madrid Monitorに「The refusal period has expired and 

no notification of provisional refusal has been recorded (application of Rule 5 preserved)（暫
定的拒絶通報の期間は終了しており、暫定的拒絶通報の記録はなされていない。（第 5規則の適用は
維持されている。））」の文言が記載。

10



暫定的拒絶通報の基礎知識（続き）

暫定的拒絶通報には、一部拒絶と全部拒絶が存在

暫定的拒絶通報が一部・全部撤回された場合、暫定的拒絶通報後の保護認容声
明が送付（規則18の3(2)）

暫定的拒絶通報を維持する場合、拒絶確定声明が送付される（規則18の3(3)）

中間ステータスの通報

 いくつかの官庁では、審査の途中経過について名義人に通知する場合あり（例
えば、審査は終了したが、異議申立のために公告される場合など）。このよう
な「中間ステータス」の通報は、情報提供のためだけに通知されるもので、官
庁はこの後に正式な決定内容を通知。

その他

 中国、ガンビア、マダガスカルは、規則第17(5)(e)の宣言により暫定的拒絶通
報が審査段階での最終的な通知となる
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暫定的拒絶通報への対応のポイント

応答期限や暫定的拒絶通報後の手続と実体的内容は、各
国／機関の法律・実務で規定

Madrid Member Profiles も参考に

信頼できる現地代理人に上記各国／機関の手続や実体的
内容 を相談
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http://www.wipo.int/madrid/memberprofiles/#/
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1) Madrid Member Profiles
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締約国の本国／指定国での制度・手続について確認でき
るデータベース。暫定的拒絶通報に関する期限や、対応
方法についても掲載。

複数国を選択し、対比して照会が可能。

掲載されている情報は、各締約国の知財庁から提供され
ているもの。



質問

これまで、Madrid Member Profilesを使ったことはありま
すか？

1. ある。

2. ない。
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Step 1 メンバーの選択
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Step 2 内容の選択



（例）＜職権審査による暫定的拒絶の内容（（以下同））＞

• 保護を拒絶する理由

• 暫定的拒絶を通報するための期限

• 暫定的拒絶のWIPOへの伝達方法

• 部分的な暫定的拒絶

• 暫定的拒絶への応答期限

• 暫定的拒絶への応答期限の計算方法

• 暫定的拒絶への応答期限の延長と延長の要件

• 暫定的拒絶への応答を行う機関

• 暫定的拒絶への応答の要件 →言語、応答費用要否、代理人有無

• 暫定的拒絶の再審査・異議申立の選択肢、その他 →暫定的拒絶が再審査の対象になるか／
MM6（商品・役務の限定）が暫定的拒絶の応答として十分か等
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Step 2 内容の選択
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Step 3 選択した情報の表示
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Step 3 選択した情報の表示
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デモンストレーション

実際に操作して確認してみましょう。



2) Madrid System Webinars
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国際登録出願や国際商標登録の管理に関する幅広いト
ピックに関する有用な情報を動画で提供。

近時は、締約国等と協力し、指定国段階の審査と暫定的
拒絶に関する手続・実務に関する内容も提供。
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アクセス方法

2)トピック／言語ご
と（動画のみ）

1)開催順（動画＋資
料PDF）

https://www.wipo.int/madrid/en/webinar
/

https://www.wipo.int/madrid/en/webinar/
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1)開催順（動画＋資料PDF）ページ
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2)トピック／言語ごと（動画）ページ

＜指定国段階の審査と拒絶に関する手続・実務 掲載国＞

米国、中国、日本、韓国、ロシア、インド、オーストラリア
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米国 拒絶手続編（2020.11） https://www.wipo.int/meetings/en/details.jsp?meeting_id=59155

米国 商品役務審査編（2021.3） https://www.wipo.int/meetings/en/details.jsp?meeting_id=61270

https://www.wipo.int/meetings/en/details.jsp?meeting_id=59155
https://www.wipo.int/meetings/en/details.jsp?meeting_id=61270
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中国（2021.7） https://www.wipo.int/meetings/en/details.jsp?meeting_id=65288 

https://www.wipo.int/meetings/en/details.jsp?meeting_id=57228


3) その他、各種宣言、Information Notice, 
Madrid Monitor等
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a) 各種宣言に関する情報

b) Information notice

c) Madrid Monitor

d) （参考）日本国特許庁のHP 締約国の指定国段階の
制度・運用報告書
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a) 各種宣言に関する情報
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https://www.wipo.int/madrid/en/members/declarations.html

https://www.wipo.int/madrid/en/members/declarations.html


b) Information notice
31

https://www.wipo.int/madrid/en/notices/

https://www.wipo.int/madrid/en/notices/


c) Madrid Monitor
32

https://www3.wipo.int/madrid/monitor/en/

Madrid Monitorウェビナー(2021.5) https://www.wipo.int/meetings/en/details.jsp?meeting_id=62531

https://www3.wipo.int/madrid/monitor/en/
https://www.wipo.int/meetings/en/details.jsp?meeting_id=62509
https://www.wipo.int/meetings/en/details.jsp?meeting_id=62531


c) Madrid Monitor
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指定国の暫定的拒絶通報等、通報の種類で検索可能

Advanced Searchの「Transaction」の項目を使うことで、指定国の暫定的拒
絶通報を照会可能。Transaction Code（例）ば、「RFNP：Partial refusal of 
protection（部分拒絶）」「RFNT：Totalrefusal of protection（全部拒
絶）」。 Codeは、Supportタブに一覧あり。合わせて通知元の国も指定可能。

（例）米国（US）のRFNP（部分拒絶）→ “RFNP US”と入力。



c) Madrid Monitor
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d) （参考）日本国特許庁のHP
締約国の指定国段階の制度・運用報告書
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https://www.jpo.go.jp/resources/report/takoku/modopro_syohyoseido.htm
l

https://www.jpo.go.jp/resources/report/takoku/modopro_syohyoseido.html
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あらかじめ暫定的拒絶通報を回避するために
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MM2（国際登録出願）・MM4（事後指定）作成時

• a) 商品・役務の記載

→Madrid Goods & Services Manager、各国DB 等

• b) 先行商標調査

→Global Brand Database 、各国DB 等

• c) 色彩に係る主張、商標の音訳、商標の翻訳、商標の
記述、権利不要求等の記載



a) 商品・役務 Madrid Goods & Services Manager
（MGS）等
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Madrid Goods & Services Manager、各国DB 等を参
考に、採択可能な商品・役務を記載。

MGS https://webaccess.wipo.int/mgs/

MGSウェビナー(2021.4) https://www.wipo.int/meetings/en/details.jsp?meeting_id=62509

WIPOの採否 指定国の採否

https://webaccess.wipo.int/mgs/
https://www.wipo.int/meetings/en/details.jsp?meeting_id=62509


b) 先行商標調査 Global Brand Database(GBD) 、各国DB 等
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Global Brand Database(GBD) 、各国DB 等で先行商標調査

GBD https://www3.wipo.int/branddb/en/

GBDウェビナー(2021.7) https://www.wipo.int/meetings/en/details.jsp?meeting_id=65090

https://webaccess.wipo.int/mgs/
https://www.wipo.int/meetings/en/details.jsp?meeting_id=62509
https://www.wipo.int/meetings/en/details.jsp?meeting_id=65090


c) 色彩に係る主張、商標の音訳、商標の翻訳、商標の記述、
権利不要求等の記載
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色彩に係る主張、商標の音
訳、商標の翻訳、商標の記
述、権利不要求等の記載等
が拒絶理由となる官庁あり。

※ただし、国際登録後に国
際登録簿上の記載を変更す
ることはできない。
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マドリッド制度の最新情報

マドリッド制度ウェブサイト

マドリッドニュース

マドリッド関連日本語ウェビナー
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WIPOウェブサイト
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マドリッド制度
ウェブサイトへの

リンク

IP 
Services
をクリック



WIPOウェブサイト (マドリッドページ)
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WIPOニュースレ
ターの購読申込

（無料）

最新のマドリッド
関連ニュース

インターフェイス
の言語選択



WIPO日本事務所ウェブサイト
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オンラインセミナー(Webinar)
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